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論文内容の要旨 

モバイルアドホックネットワーク(MANET)や自動車アドホックネットワーク(VANET)にお

ける情報収集・配信方式では、通信帯域が限られているため、これを有効に利用する情報

収集・配信方式が必要であり、集中管理方式と分散管理方式がある。MANET や VANET では

端末が移動するため、各端末が情報を管理する分散管理方式が有効と言われている。代表

的な従来方式として Epidemic Routing や Flooding が存在するが、大量に蓄積運搬する

メッセージが通信帯域を圧迫する問題や端末の密度の変化によりメッセージが到達しない

端末が存在する問題がある。これらの問題を解決するために、本研究では、従来方式と異

なり、モバイルエージェントが端末間を自律的に移動し、情報の収集・配布を行うモバイ

ルエージェントを用いた方式を提案している。                                             

 第１章では、研究背景、研究目的などについて述べている。第２章では、隣接端末にお

けるモバイルエージェントの有無や情報配信状況に基づいて情報収集・配信を行う方式を

提案している。また、情報の生成・更新間隔、端末の移動速度の変化、端末の密度の変化、

情報の生成位置の変化などを考慮したシミュレーション実験を通じて提案方式の有効性を

示している。第３章では、VANET において端末（自動車）の位置情報を利用して情報収集・

配信を行うためのモバイルエージェントの移動機構を提案している。この提案方式では、

各端末が取得可能な他の端末の速度情報、位置情報、目的地の位置情報を活用している。

その結果、情報が配信されていない地域に低負荷でより早く移動し、情報の収集・配信を

行うことができることをシミュレーション実験で示している。第４章では、セルラーネッ

トワークと MANET を組み合わせてセルラーネットワークの基地局の負荷を軽減する情報

配信方式を提案し、その有効性をシミュレーション実験で示している。最後に第５章で結

論を述べている。 



  

論文審査の結果の要旨 

 

平成２９年２月１０日午後４時２０分から５時５０分まで博士学位論文発表会を開催し

た。申請者が論文内容について説明を行い、その後、論文内容および専門知識に関する質

疑応答を行った。 

本研究では、MANET や VANET における端末の移動や位置の変化に有効な、新規性

の高い情報収集・配信方式を提案しており、将来の MANET や VANET の発展に資する

と考えられる。上述した研究成果は、電子情報通信学会論文誌２編、査読付国際会議９編

等に公表済みである。以上により、論文審査は合格と判定した。                                                                                       

                               


